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マツノマダラカミキT)にたいする防除薬剤の有効度の評価は, 樹皮を刺皮して, その生死を偶作

別に記録し.解析する方法が好ましい.この方法で検討した,γ-BHCとEDBのマツノマダラカミ

キリ幼虫にたいする連合致死作用を調べた結果は,

樹皮下に穿孔して加苔する召虫の,防除薬剤の有効

皮を評価すろための,室内試験法の確立を目的に.不

省らは,キイロコキクイムシを対射 こ検討を行なって

きた.すなわち.マツの樹枝部から羽化旺削lけ るこの

成虫の分-/flが,過大分散を示し,rlの二胡分布王別こよ

く適合する知見1･2) を利F7]して,非剤処理一定期間後

に.羽化悦山する成虫を数えて,その有効度を評価す

る方法を碓立したり0).一方, マツの主要な穿孔性告

虫のひとつで.キイロコキクイムシとは生億の舛なる,

マツノマダラカミキ1)にたいしても.簡便な室内試験

方法を兄い出す目的で,まず樹枝部から脱出する成虫

の分布を推定するために.樹皮下に形成された'#入孔

の分布について調べた.その知見を基礎に,桐朋 帽己

録の方法によって,γ-BHC とEDBの迎合致死作用

について検討した.その結果を報告すろ.

本文にさきだち,供試木の採矧 こ,御協力をいただ

いた.静岡県保安林巡祝日鈴木時節氏に畔邦する.

実験材料および方法

Fl7水77fEl木平の山旗の天然松林内で,マツノマグラ

カミキ･)MonochamusaLternaEusHopeの加書して

間者の問に相乗的な効果はみいだされなかった.

いろ50-80年生の赤マツ11本を,1967年12月から1968

咋1月にかけて伐倒し,その樹枝部を剥皮して,長さ

10cmを叩位に穿入孔の数を調べた.γ-BHCとEDB

(ethylenedibromide)の迎合致死作用の試験には,

同じ松林円で.マツノマダラカミキリが穿孔加害して

いる.約50fr:生のクロマツ2本を,1968年7月に伐採

し,その樹枝部を良さ20cmに玉切りしたものを供試

した.γ-BHC と EDBのIllmは,兆に有効成分10%

の乳剤をもらい.弼IE･のO附 は.班用時に4:6および
1:10の制令に氾介した.兆刑処FJIは,所要の渋皮に希

釈した恥紋に.tlt試木を約10秒m浸糾した.その後.

滋円に放粧し.2iur'TrJ後に刺出して,樹皮下のマツノ

マダラカミキリ幼山のdi死放TJ朋べた.tlt試木は各幻
肢に4木をもらいた.

爽験括異と考察

(1) 樹技部に形成されたマツノマグラカミキT)幼虫の

'#入孔の分/rf.加a'･を受けたマツの樹枝部から.羽化

脱山するマツノマダラカミキリ成虫の分布を推定する

ために穿入孔の分布を,長さ10cmを単位に調べた.

第 1表には.調査サンプル数N,穿入孔の平均値丘,

Table1. SpatialdistributionofburrowsofMonochamusatiernatusHope onplne
branchesandtheresultsofx2-testforPoissondistribution.

Tree N x s2 S2/x一 元2 n P

A 309 0.3560 0.3274 0.920 2.938
B l98 0.2121 0.2289 1.079 0.024

c lO4 0.1923 0.1957 1.018 0.058
D l66 0.2892 0.2795 0.967 0.847
E 326 0.2393 0.3487 1.457 10.797
F 120 0.1250 0.1271 1.016 0.004
G 328 0.0518 0.0554 1.069 8.196

11 264 0.1288 0.1278 0.992 2.312

Ⅰ 38 0.4211 0.5747 1.365 2.088

J 49 1.4286 1.2083 0.846 1.153
K 99 0.2323 0.2618 1.127 0.057

2 0.236
1 0.886

1 0.826

1 0.38 7

1 0.005

1 0.900

1 0.005

1 0.143

1 0.16 7

3 0.764

1 0.828

iffl
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分倣sZ,および分散と平均値の比S2/Eを掲げた.S2/丘

はいづれも,おおむね1に近く,樹枝部における穿入

孔の分布は,ランダムであろことが予想された.ラン

ダム介布の典型的な数学的なモデルである,ポアソン

分布への適合性をx2検定した結果は, 1表に示し

たように,調査木11本のうち,EおよびGの2本を除

いて,すべてが有意水準 p-0.05で適合した.この

ように樹枝部における穿入孔の分布がポアソン分科 こ

適合することは,樹枝部から羽化脱出する成虫も,他

の杓別な条件が介入しないかぎり,同じくポアソン分

IAiを示すと推8uされる.それゆえ,脱出する成虫数か

ら.兆剤の有効度を評価するには,キイロコキクイム

シの勘合と異なり,この前提で.Wadley18)Finney一)

の放尤推定法を用いて解析することができる.しかし,

邦 1滋でみられるように,マツノマグラカミキ.)の穿

入孔の密度は,一般に低く,樹枝部を供試する場合に

は,相当数の試料が必変である.またマツノマダラカ

ミキ1)は,キイロコキクイムシとは,生態的にも只な

り,幼虫期間が良く,発生も通滞年1回であるので,

特別な実験条件が確立されないかぎり,試験の時期が

限定されよう.以上のことから,マツノマダラカミキ

I)にたいする炎剤の評価は,キイロコキクイムシで利

用した.脱出成虫数をもとになされた解析法は,あま

り適切ではないと考えられる.

樹皮下に穿入した昆虫に対すろ薬剤の防除効果は,

従来,剥皮の方法で調査されてきたが,これには,穏

々の間腔点が含まれている.そのひとつに.個体数の

見落しがある.剥皮部分の生死個体の総数を碓認する

ことは,対象とする昆虫が小型になるほど,囚姓であ

る.しかしマツノマダラカミキリはマツの穿孔性tiI･虫

のうちでは大型の部斑で,貯化虐後を除けば. 調査の

際の個体数の見落しも少ない.このような場合には,

個体別に記録する方法も有利であると考えられる.す

でに蟹者らは8),BHC+EDB混合乳剤をもちいて.こ

の方法にしたがってマツノマダラカミキリ幼虫に対す

る有効度の検定を試みた.個体別記録の方法は,眺試

薬剤の渋皮間隔を細かくすることによって,供試木を

かなり節減しうる利点があるので,室内試験法として

利用できよう.つぎにその実験例をしめそう.

(2)γ-BHC とEDBのマツノマダラカミキリ幼虫に

たいする迎合致死作用

川崎 ･FL3谷6)は,γ-BHC とEDBを況合するとマ

ツの牙孔性磐虫にたいして;t3'い殺虫率を示すことを.

主としてマツノオオキクイムシIPscembraをもちい

て報告し,合田･酒井6)もコクヌストモドキTn'botl'u桝

castaneum,ワモンゴリブ.)Peyibtanetaamen'cana

にたいしてr-BHCとEDBの混合は理論値より高い

協力作用のあることをのペている.筆者ら10)がキイロ

Table2. Responseof40larvaeofMonochamusalternaLusHopeto4:6mixture
of㍗-BHCandEDBE.C.Concentrationsin% havebeenarrangedin
ascendingorder. Theempiricalsub･1ethal,intermediateandlethal
zonesareseparatedbyhorizontallines.

Con°.(形) Logcon°. Died

0.0427 0.630

0.0569 0.755

0.0569 0.755
0.0569 0.755

0.0569 0.755

0.0569 0.755

0.0758 0.880
0.0758 0.880

0.0758 0.880
0.0758 0.880

0.101 1.005

0.101 1.005
0.101 1.005

0.125 1.130

0.125 1.130

0.125 1.130

0.180 1.255

0.180 1.255
0.180 1.255

0.180 1.255
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0.240 1.380

0.240 1.380

0.240 1.380

0.240 1.380

0.240 1.380
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0.320 1.505

0.320 1.505
0.320 1.505

0.320 1.505
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0.427 1.630

0.427 1.630
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0.569 1.755
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Tab一e3. Concentration･mortalityregressionequationsandthemedianlethal
concentrationsofγ-BtlC,ECB E.C..andtheir4:6and1:10

mixturesforlarvaeofMo〃ochamtLSattcrnatusHope.

Regressionequation LC80(形)

r-BTTC
γ-ImC+EDIl(4:6)
r-B‖C+EDB(1:10)
EDB

Y-5.467+2.997(I-0.804) 0.045
y三三5.3-ll+2.039(∫-I.171) 0.101

y-4.991+3.120(∫-1.828) 0.677
y=5.290+2.281(ズー3.004) 7.536

コキクイムシについて行なった結果では.両者の混合

は ′-0の independentactionによく適合し,両者

の関に相乗効果が認められなかった.今回,マツノマ

グラカミキ.)にたいして.個体別記録の方法によって,

雨薬剤の迎合致死作用を調べた結果の1例を第2表に

しめした･このような試験結果を解析し.LC6｡をもと

める方法は,Bliss3)によってのペられ 良沢ら7,11~13)

もこれをもちいた火映結架の脈Uf例を多く和LBしてい

ち.巧者らl)ち.iltJ述したようにマツノマグラカミキ

T)にたいする黙剤試験にこれを応mした.その方法に

したがって.4胴体づつ規処して求めた各回帰直線の

方程式とLC古○の値を節3表にかかげ,邦1図にこれ

らを図示した.合田･酒井6)がのべたように,r-BHC

とEDBの昆虫にたいする作用性は.全く只なるもの

と仮定すると,両者の迎合作用の解析はPlackettand

Hewlettll)の捉唱する数学的モデルの相只迎合作用
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Fig.1.Concentration･mortalitycurvesofr-BtiC,
EDB,andtheir1:10,4:6mixturesfor

MonochamusatternatusHope.

(dissimilarjointaction)の見地に立って検討するの

が適当である.しかし耶3表および那1図でnnらかな
ように,マツノマダラカミキリにたいするEDBの効

力は.㍗-BtICのそれに比校して約170LiY･弱いので.

γ-rmCとEDtl氾公物中におけるEDB成分のしめ

るFT!.T肘(J殺虫効力は少ないと考えられる.それゆえ,

氾介物の殺虫効力がγ-BHC成分にj:るものと仮定し

て.氾公物の汎庇を.γ-BtICJ戊分の渋皮に置 きか

えで,回mTIl'緑の万Fll.式を芥川しなおすとr-BHCと

EDBの 4:6,および1:10の混合物の場合,それぞ

れ y-5.341+2.039(ズー0.773)および y-4･991+

3.120(x-0.786)となる. この二百線と,γ-BHC単

用乳剤の回帰直線は,第4表にしめすように,互に平

行とみなすことができたので.つぎにγ-BHC蝉用乳

剤の回帰再縁との差を検定した結鼠 いづれも有意性

Table4.Testofheterogeneityandparallelism
ofconcentration･mortalityregression･

Effects D.F. S.S. M.S.

commonslope l 15･6515 15･6515

,DaerpaalTetrirsemfrom 2 2･3967 1･1983
separateslope 3 18･0･182 6･0161
Heterogenity 16 28･7975 1･7998

Tota1 22 42.7632

が認められなかった (x2a.A-1.594for4:6,3･056

for1:10<3.841).このことは γ-BtlC とEDBの

関には.この犯【TRにおいて氾介することによる部諭的

相乗作用が認められないことをホしている.

摘 要

マツの樹皮下を加召する.マツノマグラカミキ1)に

たいする薬剤の有効度を評価する,適当な室内試験法

を兄い出す目的で,まず加召樹枝部におけるこの虫の
穿入孔の分布について調べた.穿入孔の分布はポアソ

ン分布に良く適合した.このことから,羽化脱ILlする

成虫の分布もおそらくポアソン分印をなすものと推定

された.しかし,一般に樹枝矧こおける加'.TI帝政は小

さく.また成山の発生が皿'Jl官印･1何であることからし

て.羽化馴 げ ろ成虫の銘から都祁の1J効皮を評価す
ろ方法はあまり適切でなく,脈状木を別皮して,その

dl死を胴体別に記録し, これをプロビット法によって

耶析する方法がより通していた.r-BHC とEDBの,

マツノマグラカミキt)幼虫にたいする連合致死作用を

4:6,および1:10に混合して実験し,その結果をこ

の方法で解析したところ両者の間には,協力作用がみ

とめられなかった.
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Summary

Thenumberofburrowsofaredpinesawyer,

MonochamusatternaiusHope.inbrancheswas

provedtobewellfittedtothePoissondistribu･

lionin9samplesofllredpines.Thenumber

114

ofadultsemergedfrombrancheswouldbealso

followedtothesamedistributionifanyspecial

conditiondoesnotaffectondistribution.Onthis

assumption,theeffectivenessofchemicalsfor

controlofCerambycidscouldbeevaluatedby

counting only adultsemerged from treated

branchesandbyapplyingthemethodofmaxi･

mum likelihoodsolutiondescribed byWadley

andFinney. InthecaseofMonochallJuSOtEer･

natus,however,populationdensityinbranches

isrelativelylower,andgenerallyitlastsonly

onegenerationinayear. A largenumberof

testbranches,therefore,wouldbeneededto

carryoutaseriesofthistypeofexperiment,
andalsoapossibleseasonofexperimentwould

belimited. Toovercomethesedifficultiesand

totestthejointtoxicactionbetweenγ-BIiCand

EDBemulsifiableconcentrate,thebarkoftreated

brancheswasstripped,andthedeadoraliveof

larvaewasrecordedindividually.Thejointtoxic

actionwastestedforthemixturesofr-BHC

andEDBintheproportionof4:6and1:10,

andtherecordwasmadeonthe14thdayafter

treatment.Thedataobtainedwasthenstatis･

ticallyanalysedbytheprobittransformation

methodforindividualrecorddescribedbyBliss.

Theresultofanalysisshowedthattheindividual

recordmethodisappropriateforevaluatingthe

effectivenessofchemicalscontrollingCerambycid.

Inthecaseofthepresentexperiment,EDBwas

muchlesseffectivethanγ-BHC,andtheeffect

tivenessofEDBwasnegligibleforMonochamus

alteTnatuSWhenbothchemicalswereusedjointly.
andanysynergisticactionwasnotrecognized

betweenthesetwochemicals.


